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岡山県倉敷市長

現代へと続く倉敷の文化・産業
北前船によって花開いた

岡山市・西大寺と北前船
日本遺産認定を目指して

第回北前船寄港地フォーラム 第４回地域連携研究所大会
ＯＫＡＹＡＭＡin

国内各地を結び、世界へ発信する
～晴れの国・岡山から世界へ～
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　江戸・明治時代に日本の交易を担った「北前船」に関連する自治体や事業者が
連携し、各地域の活性化や地域への貢献、国内外からの誘客に取り組んでいる。
その旗振り役が「北前船交流拡大機構」（濵田健一郎理事長）だ。同取り組みを
さらに拡大し、新たな局面へと展開していく「北前船寄港地フォーラム」の第
回大会が、月６日に岡山県で開催された。「北前船と吉備の穴海～海と川が織
りなした文化・産業～」のテーマのもと、各登壇者が取り組み事例や今後の展望
を発表し、課題とその解決策を提示した。同機構の取り組みをより広域に伸張さ
せ、さらに広大なネットワーク構築を目指し設立された地域連携研究所（同理事
長）の第４回フォーラムも前日の５日に開催された。両フォーラムの内容を、各
登壇者の講演を中心に振り返る。

浅
見
専
務

　
―
―
ど
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、地
域
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
日
本
遺
産
「
荒
波
を
越
え
た
男
た
ち
の
夢

が
紡
い
だ
異
空
間
～
北
前
船
寄
港
地
・
船
主

集
落
～
」
は
全

の
市
町
村
で
構
成
さ
れ
る

が
、
北
前
船
寄
港
地
が
あ
っ
た
自
治
体
だ
け

の
参
画
で
は
な
い
。
各
自
治
体
が
海
や
山
を

有
し
、
高
齢
化
社
会
や
人
口
減
少
を
含
め
多

く
の
共
通
課
題
を
抱
え
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
の
課
題
解
決
や
地
域
活
性
化
に
向
け
、
自

治
体
が
連
携
し
た
取
り
組
み
を
実
施
で
き
る

流
れ
、
環
境
を
整
備
し
て
い
る
。

　
―
―
地
域
連
携
研
究
所
に
参
画
す
る
市
町

村
は

あ
る
が
、
ど
こ
ま
で
広
が
る
か
。

　
北
前
船
寄
港
地
の
日
本
遺
産
へ
の
登
録
は

２
０
１
７
年
４
月
に
認
定
さ
れ
、４
年
間
の

歳
月
を
経
て

自
治
体
と
な
っ
た
。昨
年
８

月
に
は
岡
山
県
備
前
市
も
追
加
認
定
し
、現

在
は

自
治
体
。今
後
は
３
自
治
体
の
参
画

も
検
討
中
。北
前
船
の
寄
港
地
は
約
３
０
０

あ
り
、地
域
間
連
携
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
。

　
―
―
北
前

船
交
流
拡
大

機
構
と
地
域

連
携
研
究
所

の
役
割
は
。

　
北
前
船
が

ベ
ー
ス
に
あ

り
、
後
か
ら

地
域
連
携
研

究
所
が
で
き
た
。
日
本
全
体
に
活
力
を
波
及

す
る
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
北
前
船
の
冠
を
最

大
限
に
生
か
し
、
活
動
の
幅
を
さ
ら
に
広
げ

る
必
要
が
あ
る
。
二
つ
の
組
織
が
両
輪
と
し

て
動
く
こ
と
で
加
速
度
的
に
地
域
間
交
流
が

広
が
る
。

　
―
―
課
題
は
。

　
〝
稼
ぐ
観
光
〟
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

経
済
が
回
る
き
っ
か
け
と
し
て
北
前
船
の
活

動
が
あ
る
が
、稼
ぐ
観
光
を
実
現
す
る
に
は
、

自
治
体
だ
け
で
な
く
多
く
の
民
間
も
巻
き
込

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
促

進
さ
せ
る
こ
と
が
課
題
だ
。

　
―
―
日
本
で
観
光
に
携
わ
る
人
た
ち
に
向

け
て
一
言
。

　
い
ま
だ
経
済
が
疲
弊
し
て
い
る
日
本
。
今

後
は
観
光
で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
現
状
が
あ

る
。
地
域
創
生
の
原
点
は
、
地
域
の
誇
り
に

あ
り
、
日
本
に
は
強
い
地
域
愛
が
あ
る
。
こ

れ
を
発
展
さ
せ
、
誇
り
を
持
つ
こ
と
で
シ
ビ

ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
と
な
る
。
北
前
船
の
取
り
組

み
の
活
動
域
は
中
国
・
大
連
、
そ
し
て
、
フ

ラ
ン
ス
・
パ
リ
に
ま
で
至
っ
た
。
江
戸
時
代

中
期
か
ら
明
治

年
代
に
か
け
て
北
海
道
と

大
阪
を
結
ぶ
経
済
動
脈
と
し
て
結
ん
だ
北
前

船
だ
が
、
２
０
０
年
前
の
先
祖
か
ら
そ
の
文

化
を
受
け
継
い
で
い
る
わ
れ
わ
れ
が
、
１
０

０
年
先
の
子
ど
も
た
ち
に
ど
う
つ
な
げ
る

か
。
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
持
つ
多
く
の
人

が
集
ま
り
、
今
後
の
日
本
の
国
を
ど
う
す
る

か
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。

５日の前夜祭の開会前には、北
前船にちなんで「昆布カット」
が執り行われた

前夜祭の会場の様子

吉備楽十六日会
による演奏

駐
日
欧
州
連
合
代
表
部
大
使
の
ジ
ャ
ン
・
エ
リ
ッ
ク
・
パ
ケ
氏

（
上
）や
、ア
ル
ザ
ス
・
欧
州
日
本
学
研
究
所
所
長（
フ
ラ
ン
ス
元

文
化
相
）の
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ト
ロ
ッ
ト
マ
ン
氏
な
ど
、外
国
か
ら

の
要
人
が
多
数
列
席
し
た

伊
原
木
隆
太
岡
山
県
知
事
は
、５
日
の
前
夜
祭
、６

日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
岡
山
の
魅
力
を
熱
心
に
Ｐ
Ｒ

ペニンシュラ応援大
使としてあいさつす
る女優の黒谷友香氏

Ｉ
Ｐ
Ｕ
環
太
平
洋
大
学
ダ

ン
ス
部
は
華
麗
な
ダ
ン
ス

を
披
露

会場では岡山の地酒
も振る舞われた

次回開催地、北海道
釧路市・釧路町関係
者が最後にあいさつ

　
今
年
４
月
、秋
田
県
と
東
急
が

観
光
振
興
や
脱
炭
素
推
進
な
ど
で

協
力
し
、地
域
活
性
化
を
図
る
た

め
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
背

景
に
は
、忠
犬
ハ
チ
公
が
縁
と
な

り
深
め
て
き
た
大
館
市
と
渋
谷
区

と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
。忠
犬
ハ

チ
公
は
大
館
市
生
ま
れ
。渋
谷
区

と
大
館
市
は
毎
年
、そ
れ
ぞ
れ
で

慰
霊
祭
を
行
い
、１
９
９
０
年
代

か
ら
は
Ｊ
Ｒ
渋
谷
駅
の
ハ
チ
公
前

広
場
で
ハ
チ
公
フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
な
ど
、活

発
に
交
流
し
て
い
る
。令
和
４
年
５
月
に
は
、渋

谷
区
・
大
館
交
流
促
進
協
定
を
締
結
し
、観
光
・

文
化
・
産
業
・
ス
ポ
ー
ツ
等
を
通
じ
た
交
流
の
さ

ら
な
る
深
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
や
世
界
の
軍
事
侵
攻
が
わ
れ
わ
れ

に
気
付
か
せ
た
こ
と
、そ
れ
は
地
域
が
持
つ
素

晴
ら
し
い
地
域
資
源
に
目
を
向
け
、そ
の
強
み

を
機
軸
に
地
域
の
力
を
高
め
、自
分
た
ち
の
住

む
と
こ
ろ
に
誇
り
を
持
ち
、未
来
の
担
い
手
に

受
け
継
ぐ
こ
と
。そ
こ
で
、大
館
の
強
み
と
は
何

か
。周
り
を
世
界
自
然
遺
産「
白
神
山
地
」、世
界

文
化
遺
産「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」、

十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

世
界
中
の
富
裕
層
か
ら
の
注
目
も
集
ま
り
、観

光
庁
が
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
誘
客
に
向
け
て

集
中
的
な
支
援
等
を
行
う
モ
デ
ル
観
光
地
域
の

一
つ
と
し
て
八
幡
平
エ
リ
ア
が
選
定
さ
れ
た
。

　
先
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
盛
岡
市
に
は
、
多
く
の
欧
米
人
が

来
訪
し
て
い
る
。
そ
の
方
た
ち
に
「
次
に
ど
こ

へ
行
き
た
い
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
「
秋
田

犬
に
会
い
に
行
き
た
い
」
と
答
え
る
そ
う
。
弘

前
市
へ
の
結
節
点
と
な
っ
て
い
る
大
館
に
は
交

流
拡
大
へ
の
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
。
市
内
に

目
を
向
け
る
と
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
の
「
同

和
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
」
、
医
療
機
器
メ
ー
カ

ー
の
「
ニ
プ
ロ
」
、
三
菱
重
工
に
よ
る
ロ
ケ
ッ

ト
燃
焼
試
験
場
な
ど
、
世
界
と
つ
な
が
る
企
業

の
施
設
が
あ
る
。
空
路
で
は
東
京
と

分
で
結

ば
れ
る
大
館
能
代
空
港
が
あ
る
。
大
館
市
は
、

未
来
を
担
う
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
リ
サ
イ

ク
ル
の
拠
点
と
な
り
、こ
れ
ら
の
環
境
・
産
業
を

ベ
ー
ス
に「
秋
田
犬
」と
い
う
唯
一
無
二
の
資
源

で
国
内
外
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　
海
外
と
の
交
流
で
は
、
昨
年
の
パ
リ
で
の
北

前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
機
に
、
今
年
５
月

に
ベ
ル
ギ
ー
の
Ｅ
Ｕ
日
本
政
府
代
表
部
や
欧
州

委
員
会
成
長
総
局
を
訪
問
し
、
大
館
曲
げ
わ
っ

ぱ
を
紹
介
し
た
。
こ
の
動
き
が
来
年
４
月
に
備

前
市
と
共
同
で
出
展
す
る
イ
タ
リ
ア
の
「
ミ
ラ

ノ
サ
ロ
ー
ネ
」
に
つ
な
が
っ
た
。
同
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
機
に
ア
ル
ザ
ス
地
域
と
の
つ
な
が
り
も
構

築
さ
れ
、
今
年
６
月
に
は
同
地
域
に
本
拠
地
を

置
く
Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｊ
Ａ
（
ア
ル
ザ
ス
・
欧
州
日
本
学

研
究
所
）
に
交
流
の
証
と
し
て
秋
田
犬
の
特
大

ぬ
い
ぐ
る
み
を
贈
呈
。
２
０
２
７
年
に
同
地
域

に
開
業
す
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
漫
画
＆
ア
ニ
メ
博

物
館
」
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
秋
田

犬
と
す
る
こ
と
で
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集
や
活

用
に
つ
い
て
来
週
、
Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｊ
Ａ
と
大
館
市
は

協
定
を
結
ぶ
予
定
だ
。

　
ハ
チ
公
が
つ
む
ぐ「
大
館
―
渋
谷
」の
縁
を
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
舞
台
に
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
た
め
の
交
流
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
当
市
は
昨
年
７
月
、「
荒
波
を
超

え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ
異
空

間
　
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
」

の

番
目
の
市
に
認
定
さ
れ
た
。

「
特
別
史
跡
旧
閑
谷
学
校
」「
六
古

窯
」と
し
て
の
備
前
焼
に
続
く
日
本
遺
産
の
認

定
で
、「
三
つ
の
日
本
遺
産
が
あ
る
文
化
の
ま

ち
」と
し
て
歩
み
だ
し
た
。三
つ
の
日
本
遺
産
の

関
連
施
設
を
相
互
連
携
さ
せ
、観
光
需
要
喚
起

に
つ
な
げ
た
い
。北
前
船
に
つ
い
て
は
、北
前
船

を
模
し
た
観
光
船
を
建
造
す
る
。現
在
、デ
ザ
イ

ン
・
建
造
の
事
業
者
も
決
定
し
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
着
々
と
進
行
中
だ
。ま
た
、寄
港
ル
ー
ト
を
再

現
し
た
歴
史
ツ
ア
ー
や
当
地
で
し
か
味
わ
え
な

い
魅
力
あ
る
観
光
ル
ー
ト
を
開
設
し
、大
阪
・
関

西
万
博
や
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
を
契
機
に
、国

内
外
の
誘
客
を
促
進
し
、地
域
活
性
化
を
図
る
。

　
こ
こ
で
備
前
焼
の
魅
力
に
つ
い
て
の
紹
介

を
。約
８
０
０
年
の
伝
統
を
持
つ
備
前
焼
は
、高

い
成
形
技
術
で
作
ら
れ
た
作
品
を
約

日
間
の

長
い
焼
成
時
間
を
経
て
完
成
す
る
。作
品
に
付

着
し
た
松
割
木
の
灰
が
高
温
で
溶
け
た「
胡

麻
」、作
品
が
灰
に
埋
も
れ
火
が
直
接
当
た
ら
ず

に
焼
成
さ
れ
た「
棧
切
り
」等
、多
種
の
模
様
を

形
成
し
、一
つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
な
い
。そ
の

気
品
や
重
厚
感
が
国
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ

な
が
ら
も
、国
内
市
場
は
縮
小
傾
向
に
あ
り
、事

業
者
の
高
齢
化
、後
継
者
不
足
な
ど
の
課
題
を

抱
え
る
。そ
の
解
決
に
向
け
、昨
年
の
パ
リ
で
の

北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
す
る
と
と

も
に
、北
前
船
交
流
拡
大
機
構
を
通
じ
た
備
前

焼
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、欧
州
で
の
販

路
拡
大
の
重
要
性
に
一
定
の
手
応
え
を
感
じ

た
。そ
の
一
環
と
し
て
、市
立
備
前
焼
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
２
０
２
５
年
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
に
伴
い
、
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
が
作
陶
し
た
陶

器
を
収
蔵
す
る
美
術
館
を
有
す
る
フ
ラ
ン
ス
・

ヴ
ァ
ロ
リ
ス
市
、
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
エ
ン
ツ
ア

市
と
と
も
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念

企
画
を
見
据
え
、
作
品
の
貸
与
等
の
文
化
的
、

人
的
な
交
流
を
進
め
る
と
の
覚
書「
友
好
の
書
」

を
締
結
し
た
。

　
現
時
点
で
の
備
前
焼
の
海
外
事
業
展
開
と
し

て
、瀬
戸
内
市
と「
備
前
市
・
瀬
戸
内
市
伝
統
工

芸
美
術
品
振
興
事
業
実
行
委
員
会
」を
発
足
し
、

フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
日
本
文
化
の
総
合
博

覧
会「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
３
」に
出

展
。各
店
舗
が
提
供
し
て
く
れ
た
計
１
１
６
品

は
最
終
日
ま
で
に
完
売
、と
い
う
盛
況
ぶ
り
だ

っ
た
。今
後
は
モ
ナ
コ
で
開
催
さ
れ
る
展
示
会

「
Ｍ
ａ
ｄ
ｅ
　
ｉ
ｎ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
　
ｉ
ｎ
　

Ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｃ
ｏ
」へ
の
出
展
、フ
ラ
ン
ス
で
の
市

場
調
査
等
を
瀬
戸
内
市
と
共
同
で
行
っ
て
い

く
。世
界
的
な
家
具
見
本
市「
ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー

ネ
」に
は
、秋
田
県
大
館
市
の「
曲
げ
わ
っ
ぱ
」と

の
共
同
出
展
を
計
画
し
て
い
る
。ミ
ラ
ノ
サ
ロ

ー
ネ
へ
の
参
加
を
通
じ
、備
前
焼
の
魅
力
発
信

や
欧
州
で
の
販
路
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、多

く
の
作
家
に
世
界
の
ト
レ
ン
ド
を
経
験
し
て
も

ら
い
、備
前
焼
の
未
来
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
も
、
北
前
船
に
係
る
皆

さ
ま
と
の
つ
な
が
り
が
生
み
出
し
た
も
の
。
今

後
の
備
前
市
の
活
動
に
も
ぜ
ひ
注
目
し
て
ほ
し

い
。

　
企
業
が
新
規
事
業
を
起
こ
す
際
に
は
、
と
に

か
く
力
が
必
要
に
な
る
が
、
あ
る
一
定
の
ポ
イ

ン
ト
に
た
ど
り
着
く
と
、
人
、
モ
ノ
が
ど
ん
ど

ん
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
注
目
度
が
増
大
し
て

い
く
。
そ
の
ブ
レ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト

を
、
地
域
連
携
研
究
所
は
今
ま
さ

に
超
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
桃
や

桃
太
郎
、
マ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
も
あ

る
が
、「
岡
山
の
最
大
の
名
産
は
」

と
考
え
る
と
、
「
岡
山
の
皆
さ
ん
の
岡
山
愛
」

だ
と
思
う
。
今
回
の
岡
山
大
会
で
、
地
域
連
携

研
究
所
と
北
前
船
交
流
拡
大
機
構
が
ど
う
発
展

し
て
い
く
の

か
、
大
い
に
期

待
し
て
い
る
。

（
木
下
グ
ル
ー

プ
代
表
取
締
役

・
木
下
直
哉
）

　
昨
年
の
パ
リ
で
の
北
前
船
寄
港
地
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
北
前
船
に
関
わ
る
皆
さ
ま

と
出
会
い
、「
伝
統
工
芸
品
や
日
本
の
文

化
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
っ
と
売
っ
て
い

く
べ
き
だ
」と
問
題
意
識
を
持
ち
、Ｅ
Ｕ

代
表
部
が
ハ
ブ
と
な
り
欧
州
市
場
で
の

展
開
促
進
に
注
力
し
て
い
る
。伝
統
工

芸
品
は
内
需
が
減
少
し
、海
外
需
要
の
取
り
込

み
が
必
須
で
あ
る
。そ
の
点
に
関
し
て
非
常
に

意
欲
的
な
職
人
さ
ん
が
多
く
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、海
外
市
場
へ
の
展
開
の
仕
方
が
分
か
ら
な

い
。し
か
し
海
外
で
の
日
本
文
化
へ
の
ニ
ー
ズ

は
非
常
に
高
い
。こ
こ
が
結
び
付
い
て
い
な
い

の
が
問
題
で
、国
益
の
損
失
と
も
言
え
る
。

　
要
因
の
一
つ
が
縦
割
り
の
構
造
。自
治
体
や

組
合
が
単
独
で
行
う
と
規
模
が
出
せ
な
い
。自

治
体
の
首
長
の
意
欲
、意
思
一
つ
で
予
算
配
分

も
変
わ
り
、地
元
の
金
融
機
関
に
も
海
外
の
販

路
拡
大
に
関
し
て
必
ず
し
も
販
路
が
な
い
の
で

支
援
が
し
に
く
い
、等
の
要
因
も
あ
る
。伝
統
工

芸
品
に
つ
い
て
は
、文
化
財
の
保
護
で
は
文
化

庁
、輸
出
促
進
で
は
経
産
省
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

面
で
は
観
光
関
連
省
庁
も
関
与
す
る
の
で
、「
ど

の
省
庁
が
や
る
の
か
」も
悩
ま
し
い
問
題
だ
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、今
後
の
伝
統
工
芸
品
の
販
路

拡
大
の
た
め
に
、地
域
連
携
研
究
所
の
よ
う
な

や
る
気
の
あ
る
、広
域
の
推
進
部
隊
の
存
在
が

非
常
に
重
要
だ
。意
欲
あ
る
人
た
ち
が
点
在
し

て
い
る
の
で
、そ
の
人
た
ち
が
一
緒
に
、地
域
的

に
連
携
で
き
る
形
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
。自
治
体
や
経
済
界
は
そ
の
よ

う
な
動
き
を
支
援
し
て
ほ
し
い
。

　
伝
統
工
芸
品
を
海
外
展
開
す
る
際
に
は
、

「
ク
ラ
フ
ト
」
で
は
な
く
「
ア
ー
ト
」
と
訳
す

べ
き
。
前
者
だ
と
、
そ
の
語
感
が
非
常
に
安
い

も
の
を
想
起
さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。

伝
統
工
芸
品
を
ア
ー
ト
と
し
て
、
ミ
ラ
ノ
サ
ロ

ー
ネ
の
よ
う
な
国
際
展
示
会
で
プ
ロ
を
対
象

に
、
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
で
し
っ
か
り
発
信
し
、
高
い
ニ

ー
ズ
に
対
し
て
積
極
的
に
販
売
し
て
ほ
し
い
。

　
岡
山
市
西
大
寺
は
、
高
梁
川
、

旭
川
、
吉
井
川
が
流
れ
込
む
エ
リ

ア
の
東
部
に
あ
り
、
吉
井
川
の
高

瀬
舟
に
よ
り
美
作
地
域
と
の
物
資

が
流
通
す
る
河
港
と
、
瀬
戸
内
海

沿
岸
の
ほ
か
全
国
各
地
の
荷
物
が

集
散
す
る
内
海
の
港
町
と
い
う
二

つ
の
側
面
を
持
つ
、
水
上
交
通
の

中
継
地
と
し
て
発
展
し
た
。
木
造

の
日
本
家
屋
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や

モ
ル
タ
ル
で
洋
風
の
意
匠
を
施
し
た
、
看
板
建

築
と
呼
ば
れ
る
建
物
が
並
ぶ
西
大
寺
五
福
通
り

の
街
並
み
が
あ
り
、
映
画
の
撮
影
等
で
も
使
用

さ
れ
る
。

　
高
野
山
真
言
宗
別
格
本
山
金
陵
山
西
大
寺

（
観
音
院
）
の
門
前
町
と
し
て
発
達
し
、
古
く

か
ら
人
々
の
厚
い
信
仰
を
集
め
て
い
る
観
音
院

境
内
に
開
か
れ
た
市
場
か
ら
発
達
し
た
商
業
の

町
で
も
あ
る
。
備
前
金
陵
山
西
大
寺
会
陽
之
図

の
右
下
に
北
前
船
ら
し
き
部
分
が
あ
り
、
西
大

寺
観
音
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
絵
図
に
も
北
前

船
の
伝
馬
舟
と
思
わ
れ
る
絵
が
あ
る
。
先
の
会

陽
之
図
に
は
、
「
丹
後
・
田
辺
」
「
長
州
・
下

ノ
関
」
「
若
狭
・
早
瀬
」
な
ど
、
全
国
各
地
の

旗
印
を
掲
げ
る
船
も
描
か
れ
て
い
る
。
吉
井
川

の
流
域
に
「
九
蟠
港
常
夜
燈
」
「
金
岡
湊
常
夜

燈
」
「
河
本
町
常
夜
燈
」
な
ど
の
常
夜
燈
群
が

い
ま
だ
に
残
る
点
で
も
、
当
時
の
水
運
の
活
況

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
明
治

年
の
山
陽
新
報
（
現
山
陽
新
聞
）
で

は
、
「
兵
庫
随
一
の
廻
船
問
屋
・
北
風
家
が
会

陽
祝
主
を
務
め
、
宿
に
泊
ま
っ
た
」
と
い
う
一

節
が
あ
る
が
、
こ
の
宿
も
観
音
院
の
絵
図
の
左

端
に
描
か
れ
て
い
る
。
西
大
寺
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
文
献
に
も
北
海
道
か
ら
の
積
み
荷
の
記

述
が
見
ら
れ
、北
海
道
江
差
や
山
形
県
酒
田
沖
、

秋
田
県
土
崎
湊
な
ど
の
御
客
船
帳
も
多
く
残
さ

れ
て
い
る
。西
大
寺
の
郷
土
料
理「
コ
チ
め
し
」

を
は
じ
め
、
吉
井
川
の
高
瀬
舟
よ
る
舟
運
で
、

西
大
寺
港
湾
区
域
を
含
む
多
く
の
地
域
か
ら
、

昆
布
ダ
シ
や
こ
れ
に
ま
つ
わ
る
各
種
料
理
が
あ

が
っ
て
お
り
、
北
前
船
の
寄
港
に
由
来
す
る
食

習
俗
が
岡
山
に
広
く
定
着
し
た
こ
と
が
分
か

る
。

　
西
大
寺
に
は
多
く
の
北
前
船
が
数
多
く
寄
港

し
、
水
上
交
通
の
要
地
だ
っ
た
こ
と
の
証
左
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
西
大
寺
は
日
本
遺
産
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
場
所
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
下
で
も
、
北
前
船
ゆ
か

り
の
各
地
の
皆
さ
ま
に
観
光
庁
事

業
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
人
流

を
促
し
て
も
ら
え
た
。
ニ
シ
ン
、

塩
、
こ
ん
ぶ
な
ど
物
資
の
輸
送
は

も
と
よ
り
、
民
謡
、
上
方
芸
能
、
食
文
化
に
も

影
響
を
与
え
、
各
地
に
富
と
繁
栄
を
も
た
ら
し

た
北
前
船
は
壮
大
な
歴
史
絵
巻
で
あ
り
、
そ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
活
動
に
は
大
き
な
ロ
マ
ン
が
あ

る
。
そ
し
て
、

日
本
人
の
真
の

魅
力
は
全
国
の

各
地
域
に
あ

る
。
北
前
船
の

物
語
を
介
し
て

各
地
域
間
の
つ
な
が
り
が
よ
り
強
く
な
っ
て
い

く
よ
う
、
観
光
庁
と
し
て
も
全
力
を
尽
く
し
た

い
。
（
観
光
庁
・

橋
一
郎
長
官
）

　
か
つ
て
倉
敷
一
帯
は「
吉
備
の

穴
海
」と
呼
ば
れ
た
が
、約
４
０
０

年
前
に
始
ま
っ
た
干
拓
に
よ
り
陸

地
へ
と
姿
を
変
え
た
。塩
分
に
強

い
綿
や
イ
グ
サ
が
栽
培
さ
れ
始

め
、倉
敷
の
繊
維
産
業
の
原
点
と

な
っ
た
。同
じ
こ
ろ
、北
前
船
が
倉

敷
の
玉
島
、下
津
井
な
ど
の
港
に

寄
港
し
、問
屋
街
で
盛
ん
に
商
売

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。北
前
船

は
ニ
シ
ン
粕
や
干
鰯

ほ
し
か

な
ど
の
魚
肥
、昆
布
な
ど

を
も
た
ら
し
た
が
、倉
敷
で
綿
花
栽
培
が
盛
ん

に
な
っ
た
の
は
、北
海
道
か
ら
運
ば
れ
た
ニ
シ

ン
粕
が
肥
料
と
し
て
使
わ
れ
た
か
ら
。綿
、足
袋

や
反
物
な
ど
の
綿
製
品
が
全
国
に
積
み
出
さ
れ

て
人
気
を
博
し
、港
は
大
い
に
活
気
づ
い
た
。

　
北
前
船
寄
港
地
の
一
つ
、下
津
井
は
物
資
の

一
大
集
散
地
と
し
て
栄
え
、作
物
に
加
え
、塩
田

で
生
産
さ
れ
る
塩
も
北
前
船
の
帰
り
荷
と
し
て

喜
ば
れ
た
。当
時
の
繁
栄
は
、現
在
も
残
る
町
並

み
や
祇
園
神
社
の
玉
垣
、民
謡「
下
津
井
節
」な

ど
か
ら
も
伺
え
る
。も
う
一
つ
の
寄
港
地「
玉

島
」は
、２
０
０
棟
超
の
土
蔵
が
軒
を
連
ね
る
、

瀬
戸
内
海
有
数
の
商
港
に
発
展
し
た
。羽
黒
神

社
に
は
、函
館
や
秋
田
の
船
主
か
ら
寄
進
さ
れ

た
玉
垣
も
残
る
。商
談
や
接
待
の
場
で
茶
の
湯

が
好
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、茶
の
湯
文
化
が
現
在

も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　
明
治
政
府
が
民
間
綿
紡
績
業
の
育
成
・
奨
励

に
注
力
し
、全
国
９
カ
所
に
初
期
の
本
格
的
な

民
間
紡
績
所
が
造
ら
れ
た
が
、う
ち
二
つ
は
児

島
の
下
村
紡
績
所
、玉
島
の
玉
島
紡
績
所
だ
っ

た
。少
し
遅
れ
て
倉
敷
に
も
、イ
ギ
リ
ス
式
の
最

新
鋭
の
設
備
を
備
え
た
倉
敷
紡
績
所（
現
ク
ラ

ボ
ウ
）が
建
て
ら
れ
た
。同
紡
績
所
の
２
代
目
社

長
・
大
原
孫
三
郎
氏
は
、日
本
最
初
の
西
洋
美
術

中
心
の
私
立
美
術
館
で
あ
る
大
原
美
術
館
を
建

設
し
、長
男
の
大
原
總
一
郎
氏
は
米
蔵
を
民
藝

館
や
考
古
館
に
改
装
す
る
な
ど
、文
化
事
業
や

社
会
事
業
に
も
尽
力
し
た
。孫
三
郎
氏
は「
従
業

員
の
幸
福
な
く
し
て
事
業
の
繁
栄
は
な
し
」と

の
理
念
の
も
と
、従
業
員
の
た
め
の
分
散
寄
宿

舎
を
整
備
し
、工
場
内
に
学
校
を
設
置
し
て
基

礎
教
育
、情
操
教
育
を
実
施
し
、労
働
科
学
研
究

所
や
病
院
を
設
立
す
る
な
ど
、従
業
員
の
労
働

環
境
向
上
に
取
り
組
み
続
け
た
。

　
先
人
た
ち
が
守
っ
た
美
し
い
町
並
み
を
残
す

べ
く
、当
市
は
１
９
６
８
年
に
倉
敷
市
伝
統
美

観
保
存
条
例
を
制
定
。旧
倉
敷
紡
績
所
の
本
社

工
場
跡
を
再
生
し
、ホ
テ
ル
な
ど
の
複
合
観
光

施
設
に
改
修
し
た
倉
敷
ア
イ
ビ
ー
ス
ク
エ
ア
が


年
に
開
業
し
、
年
に
は
倉
敷
川
周
辺
が
国

の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ

れ
、全
国
有
数
の
観
光
地
と
な
っ
た
。倉
敷
の
歴

史
と
文
化
、産
業
の
発
展
は
、北
前
船
の
広
域
連

携
に
よ
る
も
の
。こ
の
絆
を
、今
後
の
日
本
の
発

展
と
世
界
の
交
流
に
も
ぜ
ひ
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

　
大
森
　
２
世
紀
か
ら
５
世
紀
、

特
に
５
世
紀
は「
吉
備
と
大
和（
現

在
の
奈
良
県
）の
二
頭
政
治
だ
っ

た
」と
考
え
て
い
る
。

　
鉄
の
流
通
拠
点
の
一
つ
が
吉
備

（
現
在
の
岡
山
県
と
、広
島
県
福
山

市
辺
り
を
含
む
地
域
）だ
っ
た
。豪

族
が
集
ま
り
大
和
を
大
き
く
し
た
時
代
、吉
備

に
墳
長
１
３
９
㍍
の
浦
間
茶
臼
山

う
ら
ま
ち
ゃ
う
す
や
ま

古
墳（
岡
山

市
）が
作
ら
れ
た
。こ
れ
は
卑
弥
呼
の
墓
と
さ
れ

る
箸
墓

は
し
は
か

古
墳（
奈
良
県
桜
井
市
、墳
長
２
７
８

㍍
）の
ち
ょ
う
ど
半
分
。こ
こ
に
吉
備
と
大
和
の

婚
姻
関
係
が
見
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、

５
世
紀
前
半
の
造
山

つ
く
り
や
ま

古
墳（
岡
山
市
、墳
長
３

５
０
㍍
）と
履
中
天
皇
陵

り
ち
ゅ
う
て
ん
の
う
り
ょ
う

古
墳（
大
阪
府
堺
市
、

墳
長
３
６
０
㍍
）は
、寸
法
も
作
り
方
も
全
く
一

緒
。こ
れ
は
お
互
い
に
ル
ー
ル
を
作
っ
て
築
造

し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。千
足

せ
ん
ぞ
く

古

墳（
岡
山
市
）内
の
直
弧
文

ち
ょ
っ
こ
も
ん（
直
線
と
円
弧
か
ら

な
る
特
殊
な
文
様
）が
描
か
れ
た
石
障

せ
き
し
ょ
う（
石
の

つ
い
た
て
）は
天
草（
熊
本
）か
ら
取
り
寄
せ
て

い
る
。な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
天
草
の
石
を
吉
備
ま
で

運
ん
だ
の
か
と
調
べ
る
と
、日
本
各
地
に
は
吉

備
の
系
譜
を
引
く
国く

に
の

造み
や
つ
こ

が
非
常
に
多
い
。つ

ま
り
大
和
朝
廷
と
相
談
し
、吉
備
の
人
間
を
現

地
に
送
る
調
整
が
で
き
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。４
世
紀
か
ら
６
世
紀
ま
で
の
天
皇
の

近
し
い
人
物
に
も
吉
備
の
名
が
多
く
見
ら
れ
、

吉
備
と
天
皇
と
の
姻
戚
関
係
も
非
常
に
多
い
。

以
上
か
ら
、古
墳
時
代
に
お
け
る
吉
備
・
大
和
の

二
頭
政
治
の
倭
国
論
を
提
言
し
た
い
。

　
谷
一
　
千
足
古
墳
の
直
弧
文
が
非
常
に
特
殊

な
模
様
で
、長
砂
連

な
が
さ
れ

古
墳（
熊
本
県
上
天
草
市
）

も
同
様
に
、
非
常
に
特
殊
な
模
様
を
し
て
い
る

点
か
ら
も
、
大
森
市
長
の
説
明
に
納
得
し
て
い

た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
。

　
―
―
古
墳
時
代
、
日
本
列
島
で
同
様
の
力
を

持
つ
吉
備
と
大
和
と
い
う
二
大
勢
力
が
手
を
結

ん
で
倭
国
を
運
営
し
て
い
た
点
に
つ
い
て
は
。

　
谷
一
　
一
般
的
に
知
ら
れ
る「
魏
志
倭
人
伝
」

に
よ
る
と
、
大
和
と
吉
備
の
国
力
は
日
本
列
島

の
中
で
図
抜
け
て
大
き
な
国
力
を
持
っ
て
い
た

と
さ
れ
て
い
る
。

　
―
―
温
羅

う

ら（
伝
承
上
の
鬼
で
古
代
吉
備
の
統

治
者
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
）伝
説
と
吉
備
の
負

け
が
合
わ
さ
り
、吉
備
津
彦

き

び

つ

ひ

こ

が
温
羅
を
退
治
す

る
と
い
う
伝
説
に
な
っ
た
。蘇
我
氏
と
吉
備
の

仲
が
良
か
っ
た
が
ゆ
え
に
蘇
我
氏
と
一
緒
に
歴

史
か
ら
抹
殺
さ
れ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
大

森
市
長
か
ら
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
谷
一
　
木
簡
に
は
、
「
蘇
我
氏
が
大
和
朝
廷

か
ら
派
遣
さ
れ
、
吉
備
の
財
源
で
あ
っ
た
塩
や

鉄
な
ど
に
つ
い
て
、
大
和
朝
廷
が
岡
山
に
拠
点

を
作
っ
て
、
そ
こ
か
ら
中
央
に
運
ん
で
い
た
」

と
い
う
記
録
も
残
っ
て
い
る
。

　
大
森
　
岡
山
で
は
、毎
年
夏
に「
う
ら
じ
ゃ
」

と
い
う
祭
り
を
行
っ
て
い
る
。
顔
に
ペ
イ
ン
ト

を
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
踊
る
も
の
だ
が
、

こ
れ
は
温
羅
伝
説
に
則
っ
て
い
る
。
温
羅
は
鬼

で
は
な
い
し
、
悪
い
も
の
で
も
な
い
。
今
日
こ

う
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
の
も
、
歴
史
的
な

背
景
が
あ
る
か
ら
だ
と
感
じ
る
。


